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履歴
• 2016.12.12: 散乱ベクトルを κ = k′ − kにする．これまでは単にいくつかの理論の教科書が逆の定義を使っているというだけで深く考えずに k− k′ にしていた．空間反転対称性がある場合はどちらでもよかったが，chiral結晶で右と左を区別する必要が出てきたため，構造因子の仕組みを再検討した結果，やはり素直に k′ − kにすることに決めた．構造因子にも eiκ·r の流儀と e−iκ·r の流儀があり，混在していて混乱するが，この違いの起源もわかってきたので，Appendixに載せた．波の位相表記も (k · r − ωt)の流儀と (ωt − k · r)の流儀があり，どちらを使うかで円偏光の左右が逆転するが，これについても考察を加えた．chiralityを扱うとき，定義で右と左が逆になるポイントがたくさんある．やはり，

κ = k′ − k，位相は (k · r − ωt)，構造因子は e−iκ·r でしょう．
• 2016.11.16: 偏光ベクトルを記述する座標軸の取り方を変更．円偏光も含めて統一的に扱えるよう，εω × επ = k̂ の座標系にする．これまでは，図の見た目がいいという単純な理由で επ × εω = k̂を使っていたが，直線偏光だけなら不都合はなくても，円偏光を扱うにはこれは不都合である．なぜ εω × επ = k̂としなければならないか，円偏光を扱い始めてようやくわかってきた．
• 2016. 3. 7: 初版．移相子を使った実験の蓄積や Springerの教科書執筆等があり，これまでのノート類をまとめた．
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